
社

会

資

本

整

備

は

効

果

が

長

期

に

わ

た

る

。

維

持

管

理

等

、

中

長

期

的

な

観

点

を

も

ち

進

め

て

い

く

。

そ

の

中

で

は

、

防

災

・

減

災

、

イ

ン

フ

ラ

老

朽

化

、

国

民

の

命

と

暮

ら

し

守

る

等

を

政

策

の

重

点

と

し

て

位

置

付

け

て

い

る

。

今

年

度

は

、

、

防

災

・

減

災

と

か

景

気

対

策

中

心

に

、

景

気

の

下

支

え

、

持

続

的

な

景

気

の

回

復

の

た

め

に

も

、

入

札

契

約

の

手

続

き

の

簡

素

化

を

し

て

い

く

。

不

調

不

落

等

の

問

題

は

、

労

務

単

価

の

引

き

上

げ

と

か

で

対

応

し

て

い

る

。

そ

の

他

、

課

題

が

あ

る

が

、

法

令

順

守

し

、

業

務

範

囲

の

見

直

し

、

事

務

の

簡

素

・

合

理

化

等

い

ろ

ん

な

工

夫

を

し

な

が

ら

適

切

に

取

り

組

ん

で

い

き

た

い

。

何

よ

り

も

皆

さ

ん

が

心

身

と

も

に

健

康

な

状

況

で

勤

務

し

て

い

た

だ

く

こ

と

が

何

よ

り

も

大

変

重

要

と

考

え

て

い

る

。

過

度

の

負

担

に

な

ら

な

い

よ

う

に

配

慮

す

る

こ

と

と

、

き

め

細

や

か

な

健

康

管

理

を

や

っ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

て

い

る

。テ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ス

は

被

災

自

治

体

か

ら

は

評

価

が

非

常

に

高

く

、

安

心

安

全

の

面

か

ら

引

き

続

き

被

災

自

治

体

の

支

援

の

た

め

に

は

テ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ス

を

引

き

続

き

活

用

し

て

い

き

た

い

。

派

遣

し

た

先

で

災

害

対

応

で

大

変

だ

が

、

派

遣

元

の

職

場

に

つ

い

て

も

、

大

変

忙

し

い

対

応

に

な

る

。

そ

の

へ

ん

を

に

ら

み

な

が

ら

、

適

正

な

職

員

の

配

置

と

か

、

過

度

な

負

担

と

な

ら

な

い

よ

う

に

工

夫

し

な

が

ら

取

り

組

ん

で

い

く

こ

と

と

必

要

な

健

康

管

理

を

行

っ

て

い

く

。

再

発

防

止

に

努

め

て

い

た

が

、

司

法

の

厳

し

い

判

決

を

受

け

、

こ

の

判

決

を

教

訓

に

こ

れ

か

ら

も

安

全

な

海

岸

管

理

を

行

っ

て

い

く

。

一

般

論

で

は

、

組

織

に

つ

い

て

は

災

害

で

は

防

災

・

減

災

、

イ

ン

フ

ラ

老

朽

化

、

社

会

情

勢

の

変

化

に

対

応

等

に

適

切

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

考

え

て

い

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

７

月

に

閣

議

決

定

さ

れ

て

い

る

が

、

全

体

で

毎

年

２

％

、

５

年

で

１

０

％

以

上

の

合

理

化

を

基

本

に

、

各

機

関

で

業

務

改

善

の

取

り

組

み

を

推

進

す

る

定

員

の

合

理

化

を

行

い

、

行

政

需

要

の

変

化

を

反

映

す

る

自

律

的

な

組

織

内

の

再

編

、

新

規

需

要

を

図

る

こ

と

が

徹

底

さ

れ

て

い

る

。

引

き

続

き

定

員

を

取

り

巻

く

情

勢

は

非

常

に

厳

し

い

と

認

識

し

て

い

る

が

、

災

害

対

応

等

業

務

の

必

要

性

を

説

明

し

な

が

ら

最

大

限

の

要

員

の

確

保

に

努

力

し

て

い

き

た

い

。

業

務

の

関

係

で

は

、

業

務

改

善

に

き

ち

っ

と

務

め

る

こ

と

が

重

要

。

国

土

交

通

省

の

業

務

改

善

計

画

に

基

づ

き

、

業

務

の

改

善

に

取

り

組

ん

で

い

く

。
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官房長会見

パワハラは絶対あってはならない
このことを徹底させる

１

０

月

２

３

日

、

ユ

ニ

オ

ン

と

官

房

長

と

の

会

見

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

会

見

に

は

国

土

交

通

省

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

か

ら

河

野

委

員

長

他

四

名

が

、

当

局

か

ら

西

脇

官

房

長

以

下

三

名

が

参

加

し

ま

し

た

。

業
務
執
行
に
つ
い
て

健
康
管
理

過
度
の
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
な
配
慮

官
房
長

会
見
特
集

会

見

の

冒

頭

河

野

委

員

長

か

ら

次

の

よ

う

な

問

題

指

摘

を

行

い

、

官

房

長

の

考

え

を

確

認

し

ま

し

た

。

一

．

業

務

関

係

と

し

て

、

人

員

不

足

の

問

題

・

テ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ス

・

東

北

や

近

畿

等

の

在

職

死

亡

・

テ

ッ

ク

フ

ォ

ー

ス

の

問

題

・

大

蔵

海

岸

の

最

高

裁

判

決

問

題

二

．

管

理

職

員

の

志

気

の

問

題

三

．

パ

ワ

ハ

ラ

の

問

題

四

．

定

年

、

再

任

用

関

係

五

．

労

使

関

係

に

つ

い

て

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
に
つ
い
て

大

蔵

海

岸

判

決

に

つ

い

て

業
務
執
行
体
制
と
増
員
問
題

人事院勧告について
人勧問題は、委員長より提起しませんでしたが、

官房長より特別にコメントがされました。

我々としては、給与制度の総合的な見直し

に当たり、国土交通省の実態、高齢者職員を

はじめとする職員の士気確保の必要性等につ

いて、影響の少なくなるような制度設定をし

てほしいと人事院にこれまで要望してきた。



基

本

的

に

は

い

わ

ゆ

る

パ

ワ

ハ

ラ

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

こ

と

は

当

然

。

上

司

か

ら

部

下

に

対

す

る

指

導

に

つ

い

て

は

、

部

下

の

気

持

ち

を

当

然

配

慮

し

て

、

お

互

い

に

意

思

疎

通

が

円

滑

に

は

か

ら

れ

よ

う

に

す

る

。

研

修

等

を

活

用

し

な

が

ら

、

管

理

者

の

意

識

の

向

上

に

努

め

て

い

く

。

処

遇

改

善

は

非

常

に

重

要

な

課

題

。

全

体

と

し

て

よ

く

な

る

よ

う

に

で

き

る

限

り

努

力

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

て

い

る

。

そ

の

姿

勢

に

は

変

わ

り

は

な

い

。

再

任

用

に

つ

い

て

は

、

ま

ず

再

任

用

職

員

の

皆

さ

ん

の

長

年

の

経

験

、

能

力

を

生

か

し

て

職

務

を

遂

行

し

て

い

た

だ

く

こ

と

と

後

進

の

指

導

に

力

を

発

揮

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

て

い

る

。

再

任

用

職

員

の

勤

務

形

態

に

つ

い

て

は

、

昨

年

の

３

月

に

閣

議

決

定

さ

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

を

踏

ま

え

て

職

員

の

希

望

を

把

握

し

な

が

ら

、

業

務

の

必

要

性

に

基

づ

き

定

員

の

状

況

と

か

若

手

職

員

の

確

保

の

必

要

性

等

総

合

的

に

勘

案

し

て

判

断

し

て

い

く

。

人

事

は

も

と

よ

り

厳

正

、

公

正

、

適

材

適

所

の

原

則

が

あ

る

の

で

職

員

団

体

、

役

員

で

あ

る

こ

と

で

そ

の

よ

う

な

こ

と

は

な

い

と

考

え

て

い

る

。

今

後

と

も

安

定

的

な

労

使

関

係

に

努

め

て

い

き

た

い

。

最

後

に

事

務

局

長

か

ら

「

中

部

で

は

出

張

所

長

１

名

が

６

級

昇

格

さ

れ

て

い

な

い

。

定

数

が

あ

る

。

本

省

か

ら

指

導

を

お

願

い

し

た

い

。

」

と

の

申

し

入

れ

を

行

い

会

見

を

終

了

し

ま

し

た

。

内

閣

府

人

事

局

交

渉

で

は

、

２

０

１

４

年

度

の

人

事

院

勧

告

の

取

扱

い

に

等

に

関

す

る

要

求

書

を

も

と

に

交

渉

を

行

い

ま

し

た

。

冒

頭

、

委

員

長

か

ら

次

の

指

摘

を

行

い

ま

し

た

。

「

ユ

ニ

オ

ン

結

成

以

来

２

年

に

１

回

実

施

し

て

い

る

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

結

果

の

特

徴

と

し

て

、

給

与

制

度

の

総

合

的

に

直

し

に

つ

い

て

８

０

％

が

反

対

、

６

０

歳

以

降

の

生

活

設

計

で

は

、

再

任

用

や

定

年

延

長

を

希

望

す

る

声

が

多

数

で

あ

る

。

ユ

ニ

オ

ン

の

今

後

の

運

動

へ

の

期

待

が

多

い

結

果

と

な

っ

て

い

る

。

今

年

度

の

人

事

院

勧

告

で

は

管

理

職

員

の

深

夜

勤

務

手

当

が

新

設

さ

れ

た

と

こ

ろ

は

評

価

出

来

る

が

、

今

後

の

運

用

に

つ

い

て

検

討

が

必

要

だ

。

５

５

歳

以

上

の

給

与

抑

制

な

ど

の

取

扱

い

に

つ

い

て

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

保

て

な

い

。

再

任

用

の

フ

ル

タ

イ

ム

や

定

年

延

長

で

６

５

歳

へ

の

引

き

上

げ

を

要

求

す

る

。

」

人

事

局

か

ら

は

「

人

事

院

勧

告

に

つ

い

て

は

１

０

月

７

日

の

閣

議

に

於

い

て

勧

告

通

り

決

定

し

た

。

５

５

歳

以

降

の

と

こ

ろ

は

、

民

間

と

の

比

較

に

よ

り

差

が

大

き

い

こ

と

で

、

国

民

の

理

解

を

得

る

観

点

か

ら

ご

理

解

い

た

だ

き

た

い

。

定

年

退

職

の

関

係

で

は

、

Ｈ

２

８

年

度

ま

で

に

段

階

的

に

引

き

上

げ

る

検

討

が

さ

れ

て

い

る

」

と

の

回

答

が

あ

り

ま

し

た

。

こ

れ

に

対

し

て

、

「

５

５

歳

以

降

の

民

間

比

較

に

つ

い

て

は

人

事

院

は

明

確

な

根

拠

を

示

し

て

い

な

い

。

根

拠

が

な

い

中

で

民

間

比

較

と

言

わ

れ

て

も

納

得

で

き

な

い

。

ま

た

、

５

５

歳

以

降

の

民

間

の

役

職

も

公

表

さ

れ

て

い

な

い

。

公

務

の

職

場

で

は

５

５

歳

以

降

で

も

役

職

定

年

は

な

い

。

任

用

が

民

間

と

は

違

っ

て

い

る

」

と

の

追

及

に

「

人

事

院

の

デ

ー

タ

分

析

で

こ

の

結

果

が

で

て

い

る

。

５

５

歳

以

降

の

と

こ

ろ

は

人

事

管

理

の

違

い

は

あ

る

が

、

民

間

か

ら

の

批

判

が

あ

る

」

と

の

回

答

で

あ

っ

た

た

め

、

「

民

間

か

ら

の

批

判

は

政

府

に

踊

ら

さ

れ

て

他

の

デ

ー

タ

を

用

い

た

で

っ

ち

上

げ

だ

」

「

民

間

は

６

０

％

が

非

管

理

職

だ

が

、

公

務

は

８

０

％

以

上

は

管

理

職

。

民

間

か

ら

の

批

判

の

声

は

な

い

」

と

指

摘

し

ま

し

た

。

６

０

歳

以

降

の

働

き

方

に

関

し

て

は

、

再

任

用

の

あ

り

方

に

つ

い

て

収

入

面

の

実

態

や

仕

事

の

あ

り

方

、

年

金

と

の

接

続

と

い

う

観

点

で

の

調

査

を

と

の

追

及

に

対

し

て

「

働

き

方

の

部

分

、

年

金

と

の

接

続

の

と

こ

ろ

も

含

め

て

、

フ

ラ

ッ

ト

な

立

場

で

調

査

す

る

」

と

回

答

し

ま

し

た

。

交

渉

後

の

、

意

見

交

換

で

は

定

員

削

減

に

関

し

て

、

防

災

、

減

災

に

関

わ

る

テ

ッ

ク

ホ

ー

ス

の

実

態

、

補

正

予

算

の

執

行

や

公

物

管

理

の

重

要

性

な

ど

の

通

常

業

務

で

の

国

交

省

の

厳

し

い

職

場

実

態

を

示

し

、

増

員

に

よ

る

改

善

を

求

め

ま

し

た

。

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

処
遇
改
善
に
つ
い
て

委員長より増員と
パワハラについて再指摘
これらの一連の回答をうけ委

員長より「我々管理職ユニオン

として、問題視しているのは、

増員とパワハラ」との再指摘を

行いました。

これに対して官房長は「制度全

体の枠組みの中で、厳しい環境

にある。その中で、業務必要性、

国土交通省の特殊性とか実態の

部分を訴えて最大限努力をする」

「パワハラは絶対あってはなら

ない。このことを徹底させる」

と回答しました。

労
使
関
係
に
つ
い
て

再
任
用
実
態
調
査
、｢

フ
ラ
ッ
ト

な
立
場
で
調
査
す
る
」

内
閣
府
人
事
局
交
渉

官

房

長

会

見

の

翌

日

の

１

０

月

２

４

日

に

は

、

内

閣

府

人

事

局

交

渉

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

交

渉

に

は

国

土

交

通

省

管

理

職

ユ

ニ

オ

ン

か

ら

河

野

委

員

長

他

１

０

名

が

、

内

閣

府

人

事

局

か

ら

は

給

与

１

担

当

参

事

官

補

佐

他

５

名

が

参

加

し

ま

し

た

。

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
、
維
持

管
理
、
予
算
執
行
な
ど
の

厳
し
い
職
場
実
態
指
摘
！


